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         ※

〒105-8413 東京都港区西新橋2-15-12
電話 03(3502)2111

〒105-8413 東京都港区西新橋2-15-12

●試験依頼先：一般財団法人　ボーケン品質評価機構

●試験方法： JIS L １９０２：２０１５

●抗菌方法と場所：毛布生地に抗菌加工剤を塗布

●試験結果： 抗菌活性値2.0以上

※

このたびは、日立電子コントロール敷毛布をお求めいただき、まことにありがとうございました。
この「取扱説明書」をよくお読みになり、正しくご使用ください。
なお、お読みになった後は、大切に保存し、必要なときお読みください。
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丸めたり身体に巻き付けて使用しない。

改造は絶対にしない。
サービスマン以外の人は、分解したり
修理しない。

本体を傷付けない。

電源コードや電源プラグが傷んだり、
コンセントの差し込みがゆるいとき
は使用しない。

電源プラグはコンセントの奥まで
しっかりと差し込む。 ナフタリンなどの防虫剤は使用しない。 使用時以外は、電源プラグをコンセン

トから抜く。

犬や猫などのペットの暖房用には使用
しない。

アイロン台の代わりに使用しない。

電源プラグを抜くときは、電源コードを
持たずに必ず先端の電源プラグを持っ
て引き抜く。

コントローラーに水やお茶を
こぼさない。

接続プラグにピンやゴミを
付着させない。

接続プラグをなめさせない。

電源プラグのほこりなどは
定期的にとる。

交流100V以外では使用しない。

電源コードを傷付けたり、破損したり、
加工したり、無理に曲げたり、引っ張っ
たり、ねじったり、たばねたり、高温部
に近づけたり、重いものを載せたり、は
さみ込んだりしない。

使用中にしわがよることがあるので、
１日１回必ず本体を広げ、しわを伸ばす。

異常・故障時は、直ちに温度調節つまみ
を「切」にし使用を中止する。
(火災・感電・けがの原因)

すぐに電源プラグをコンセントから抜き、
お買い上げの販売店に点検修理を依頼して
ください。

異常・故障の例
・電源スイッチを入れても時々運転しない。
・電源コードを動かすと通電したり、しなかったりする。
・電源プラグ、電源コード、コントローラーが異常に熱い。
・ヒーター(発熱体)の配線の重なり、ループ状、折りぐせ
　が生じている。

電源プラグ
を抜く

本体にピンや針を刺したり、刃物で傷付け
たり、アイロンをかけたり、硬くて重いも
のを載せない。

(内部のヒーター(発熱体)を傷付け、火災・
感電の原因)
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ドラム式洗濯機で洗わない。

心臓病などで身体を暖めることが好ま
しくないかたは使用しない。

心臓用のペースメーカーをご使用の場
合は、 本製品の使用にあたっては、 医
師とよくご相談ください。

衣類乾燥機・ふとん乾燥機の使用や
通電しながらの乾燥はしない。

他の用途に使わない。

掛ふとんや普通の毛布などを部分的に
かけない

コントローラーを落としたり、踏みつ
けたりなどの強い衝撃を与えない。

強い電界を出す無線機の近くで使用し
ない。

他の暖房器具や治療器具との併用はし
ない。

コントローラーをふとんの中に入れて
使用したり、他の熱源のそばに置いた
りしない。

コードを乱暴に扱わない。

■初めて使用するとき、少しにおうことがありますが、使用にともないなくなります。
■初めて使用するとき、本体を洗濯したとき、シーズン始めは、温度が上がりにくいことがあり
   ます。
　一般の寝具と同じように、本体が湿気を含んでいるためです。２～３日間、おやすみ前に温度調節
　目盛 「高」 で５～８時間、毛布を暖めてください。湿気がとれ徐々に温度が上がってきます。
■使用するとき、お手持ちのシーツをかけてお使いください。
   敷毛布本体の汚れ防止や傷み防止になり、毛玉ができにくくなります。　
■室温が高いとき、 「低」 目盛側では通電しないことがあります。
■ラジオ、コードレス電話などに雑音が入ることがあります。
　本体やコントローラーから50㎝以上離したり、コンセントをかえたり、向きをかえたりしてください。
■この製品は、一般家庭用です。業務用には、お使いにならないでください。　
■コントローラーは同梱した電気敷毛布以外では使用できません。
■通電中、コントローラーは多少あたたかくなります。

電子コントロール敷毛布は、やぐらこたつや電気あんかなど、身体を部分的に暖める局部暖房器具
とは異なり、身体の周囲にほんのりと暖かい空気層をつくり、身体をつつみ、心地よい睡眠ができる
ようにした保温器具です。

※イラストはイメージです。
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お手持ちのシーツ・掛ふとん
をかける。

コントローラーを接続する

本体をひろげる

使用後は温度調節つまみを「切」にし、電源プラグを持ってコンセントから抜く

接続プラグをコネクターからはずし、本体を軽く
たたんで、ふとんなどの一番上にのせてください。
(接続プラグをコネクターからはずすときは、本体側コード
を持たずに必ず接続プラグを持ってはずしてください。）

予熱をします。 ふとんは保温性のよいものを使用します。

※おやすみになる40分〜1時間前に暖めてください。

電源プラグをコンセントに
差し込む

予熱をする

寒くない程度まで
温度調節目盛をさげる



ポリ袋
裏返し

ポリ袋

ダニ退治のしかた
敷毛布本体の温度を上げ、ダニを退治します。

コントローラーはふとんの外に置いてください。

使用後のポリ袋は捨ててください。

（1）温度調節つま
みを「ダニ退治」
に合わせ、約2時
間通電します。

（2）一度掛ふとん
をはがし、折りた
たんだ敷毛布本
体を裏返し、再度
掛ふとんをかけ
約1時間通電し
ます。

短い方を4 つ
折りにします。

長い方を4つ折りに
します。

●ふとん類は、ダニ繁殖防止のため、こまめに
日光干しをしたり、掃除機でダニを吸い取り
ます。

●敷毛布本体は、フケ、ホコリなどを取り除く
ため、シーズン初め、または終りには、必ず
洗濯をして清潔にしましょう。

敷毛布本体を折りたたむ。

ポリ袋に入れる。

その他のダニ対策

敷ふとんの上におき、
掛ふとんをかける。

ダニ退治が終わったら敷毛布本体
を取り出してしずかに広げ、掃除機
の吸じん力を弱めにして、ダニの死
がいなどを吸い取る。
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